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研究成果の概要（和文）：本研究は日韓の〈戦後〉の記憶と相互イメージ・表象における政治的無意識を、様々な文化
生産物から明らかにすることが主な目的であった。そのため、本研究では、①日本と韓国の相互イメージ・表象・記憶
の系譜学、②相互イメージ・表象と国民的記憶の形成や変容における歴史的・政治的・社会的諸条項の比較分析、③歴
史的トラウマをめぐる記憶・忘却・癒し、④両国の〈戦後〉認識とポスト植民地的状況、の４つの切り口からテクスト
分析を行い、相互イメージ・表象の変容における歴史的・政治的・社会的諸条項を比較分析しながら日韓の〈戦後〉認
識とポスト植民地的状況を浮き彫りにした。

研究成果の概要（英文）：The primary purpose of this research project is to clarify the politics 
unconscious of self-other representation and identity politics in postwar Japan and Korea. After the 
World war II, Japan has a troubled and complicated relationship with Korea. Korean identity has long been 
measured against and framed in opposition to Japan.The issue of anti-Japanese sentiment in Korea is 
complex and multifaceted. Moreover, issues of Japanese policy regarding World War II often incur huge 
disputes between Japanese and Korean. Based on these considerations, the aim of the project is to rethink 
the national identity and the politics of memory in postwar Japan and Korea, and further demonstrates 
that the two countries can complement their cultural differences and stereotypes.

研究分野：地域研究

キーワード： 戦後　ポストコロニアル　自己/他者表象　記憶の政治学　政治的無意識　相互認識　ステレオタイプ
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１．研究開始当初の背景 
（1）申請者はこれまで文学や映画を主な研
究対象として、日本や韓国の〈戦後〉につい
て問い直してきた。なかでも特に「国家」「民
族」「言語」「ジェンダー」といった自己同一
性構築に不可欠な諸要素を中心にその表象
がアイデンティティ政治をいかに可能にし、
強化しているのか、また戦争や戦死をめぐる
表象がさらなる「国民的記憶」の再生産にど
のような役割を果たしているのかを明らか
にした。 
 
（2）記憶や表象に関する研究は1990年前後
に従来の伝統的で強固で一元的に表象され
てきたアイデンティティを相対化し、「国民
的記憶」を反省的に解剖しようと世界中でほ
とんど同時代的な現象として登場した。しか
し解剖どころか、逆説的にもまた別のナショ
ナル・ヒストリーを作り上げてしまうという
結果となった（例：フランスの「記憶の場」
のプロジェクトにおける「フランス的なるも
の」の再構築と植民地主義の忘却など）。そ
れに対する深い反省から近年、新たな研究の
地平を打ち立てているのが日本を含む東ア
ジアである（板垣竜太他編著、『東アジアの
記憶の場』、河出書房新社、2011 年、陳光興、
『脱帝国――方法としてのアジア』、以文社、
2011 年、ジャン・インソン、『戦後日本の保
守と表象』、ソウル大学校出版文化院、2010
年）。これらはいずれも従来の記憶・表象研
究が見逃していたポスト植民地研究の可能
性を探っており、その点は高く評価できる。 
しかしながら主に終戦直後に光を当てたも
ので、今日に続く展開についてはまったく考
慮されていない。また比較の観点を取ってい
るものの、アジア諸国における不均衡で複雑
な力関係は明確にされていないなど、いくつ
か検討すべき課題を残している。 
本研究計画はこれまでの申請者の研究内容
をより深化させ体系化しながら、近年の東ア
ジアをめぐる新たな学術的動きを批判的に
捉えたものである。 
 
２．研究の目的 
(1)アジア太平洋戦争や第 2 次世界大戦後、
日本と韓国は〈戦後〉をどのように認識し、
〈他者〉として互いをどう描き自己成型して
きたのか。そしてそこにはいかなる政治的無
意識が働いているのか。日韓の〈戦後〉の記
憶と相互イメージ・表象における政治的無意
識を、社会的影響力の強い文化的生産物から
比較社会文化論的に分析しながら、日韓の新
たな関係構築と一層の相互理解増進のため
の足掛かりを示すことが本研究の主な目的
である。 
 
(2)そのため、日本と韓国の〈戦後〉の記憶
と相互イメージ・表象における政治的無意識
を、社会的影響力の強い文学・映画・ドラマ・
戦争メモリアルから多角的に比較分析し、そ

こにどういった特徴と違いがあり、相互認識
や国民感情とどうリンクしているのか、そし
て文化的生産物がそうした認識や感情の変
容と再構築にいかなる役割・機能を果たして
いるのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)日本と韓国の文化空間における〈戦後〉
の記憶と相互イメージ・表象に関する総合的
比較分析を行うために、本研究計画では、 
①日韓の相互イメージ・表象・記憶について
の時系列、ジャンル別の体系化、②相互イメ
ージ・表象の変容における歴史的・政治的・
社会的諸条項の比較分析、③国民的なトラウ
マとしての歴史的出来事をめぐる記憶と忘
却の問題、④日韓の〈戦後〉認識とポスト植
民地的状況、の 4つ研究項目を設定して研究
を行った。それぞれの項目は独立していなが
らも、互いに深く関連し合っているため、全
体的には日本と韓国の〈戦後〉の記憶と相互
イメージ・表象において統合されている。 
 
(2)より体系的で横断領域的な研究を行うた
め、国内外の研究者らと研究会や打ち合わせ
を重ねた。国内では以前から関わっている研
究会や読書会（思想・理論研究会、ジェンダ
ー研究会など）の研究仲間らと自主研究会を
行い、本研究計画の研究内容や成果を共有し
ながら専門的な議論を重ねた。また海外では、
韓国における日本文学・文化、歴史学、比較
社会学、映画学などの専門家と打ち合わせや
勉強会を行い、関連分野の最新の研究状況や
先行研究などに関する知識と情報を共有し
た。 
 
４．研究成果 
(1)上記の研究目的及び研究方法に従って研
究を行い、以下のような研究成果を得ること
ができた。特に本研究では、日本と韓国のポ
ストコロニアル、記憶、自己／他者認識など
の研究において、〈戦前〉〈戦中〉の研究に比
べ盛んとはいえない〈戦後〉に焦点を当て相
互のイメージや表象を体系化することによ
り、これまで余白として残されている領域に
迫ることができた。これは今後の東アジアの
ポストコロニアル研究において多くの示唆
を与えることになると思われる。具体的な研
究成果については以下の通りである。 
 
①太平洋戦争をめぐる記憶の戦争につい
て：20 世紀は戦争の世紀といわれる。世界各
地では今もなお多くの戦争が繰り返されて
いる。その中、ある戦争が終わると記憶の戦
争が始まる。ルナンの国民の定義を想起する
までもなく何を記憶し、何を忘却するかとい
う問題は、ナショナルな主体形成において欠
かせないものである。さらに、世界経済の急
速なグローバル化に伴い、どの地域でも異な
った歴史や文化、伝統、記憶を持った集団に
よるトランスナショナルな社会空間が創出



されつつある今日において、それはなお重要
な問題であり続けている。本研究では、近年
日本でも話題になった『竹林はるか遠く――
日本人少女ヨーコの戦争体験記（So Far from 
the Bamboo Grove）』を取り上げ、歴史認識
及び記憶の問題をめぐるトランスナショナ
ルな展開がどのようなものなのかを考察し
た。なかでも日系アメリカ人と韓国系アメリ
カ人との「戦争の記憶」が、韓国やアメリカ
を巻き込んだ「記憶の戦争」に注目し、その
背景における政治的無意識を探るとともに、
戦争の悲惨さを告発するはずのこのテクス
トがいかにそれを裏切り、ナショナルな自己
肯定という大きな物語へ包摂されていくの
かを明らかにした。 
 
②三島文学と〈戦後〉と〈天皇〉：昭和文学
史のなかで三島由紀夫ほど、昭和という時代
に拘泥した作家は他にいないと思われる。そ
のため、三島文学の「問題」は、ほとんど昭
和とは何かという問いと同義である。これは
彼が昭和元年に一歳を迎え、昭和と共に、あ
るいは異端児として昭和の「外」で四十五年
を生き、終局には衝撃的な最期を逃げたとい
う神話的理由によるのではないのはいうま
でもなく、たとえば「私の文學の表現しよう
と企ててゐるものが「時代」とその意味とで
ある」という一節から読み取れるように、三
島文学が彼自身の「年代の釋明」、つまり昭
和という時代の釈明に費やされているから
である。「「時代」とその意味と」に拘り、そ
の釈明を文学者の最大の仕事としていた三
島にとって、昭和は特権的な時代に他ならず、
昭和の歴史の連続性を断ち切った敗戦の経
験と切っても切れない関係にある。 
そうした三島にとって、特に二・二六事件と
敗戦の経験は大きな意味をもつ。どちらも
「偉大な神が死んだ」（歴史的経験として、
三島文学に多大な影響を及ぼしている。まる
でバタイユの『エロチシズム』を彷彿させる
この「神の死」の経験は、時代の釈明を文学
の存在理由とする三島にとっては避けて通
ることのできない最も根源的なものとして、
つねに引っかかっている問題である。そのた
め、三島文学には「神の死」によって不在と
なった「天皇」が絶え間なく召喚され、その
「死」が問われている。それを明らかにする
ため、本研究では三島文学の後期作品を中心
に天皇がどのように描かれ、そこで何がとわ
れていたのか、三島の天皇論を中心に日本の
〈戦後〉を問うた。 
 
③中上健次における日本と韓国のポストコ
ロニアルな状況に対する文学的試み：中上健
次は、「路地」という文学的虚構空間を通じ
て”紀州熊野サーガ”と呼ばれる独自の文学世
界を築き上げていた作家である。そうした彼
が自ら自分の真近なトポス「路地」を解体し、
自分の分身でもある物語の主人公「秋幸」と
決別してしまう。「路地」の作家にとってそ

れがいかに衝撃的な出来事であるのかはい
うまでもなく、中上文学は大きな文学的変容
に迫られる。本研究ではその変容を、「路地」
解体後に新たに登場した「韓国・ソウル」と
いうトポスの特権性に焦点を当てて明らか
にしつつ、また多くの矛盾に満ち、これまで
評価の低かった中上後期文学の新たな解釈
可能性を探った。 
中上文学において「韓国・ソウル」は「路地」
のモデルになった紀州・熊野と不可分な関係
にあり、きわめて特権的なトポスといわなけ
ればならない。「クマノ植民地主義の元」と
いう語はそれを端的に示すもので、「路地」
喪失後、新たな文学的トポスとして発見され
た「韓国・ソウル」の特権性がすべて集約さ
れている。それが具体的にどういったものな
いか、本研究では特に『物語 ソウル』と「町
よ、ソウルイテウォンの女」というテクスト
の分析から析出した。中上にとって「クマノ
植民地主義の元」を問うことは、「日本」と
「韓国」を問うこと、つまり両国のポストコ
ロニアルな状況への問いに等しい。 
 
(4)韓国におけるポストコロニアル状況と日
本認識：韓国は現在歴史認識をめぐる戦争の
真っ只中にある。それを端的に示しているの
が、『百年戦争（Hundred Year’s War in 
Korea）』というドキュメンタリー映画とそれ
をめぐる激しい議論である。この映画は、
2012 年から「民族問題研究所」という民間団
体により自主制作・公開された新しいスタイ
ルの歴史ドキュメンタリーである。全六作の
シリーズのうち、現在、李承晩を主題化した
『二つの顔の李承晩――あなたの知らない
李承晩のすべて（Two-Faced Syngman）』）と、
朴正煕を主題化したスペシャルエディショ
ン『フレーザー報告書――誰が韓国経済を成
長させたのか（Fraser Report）』の二作が民
族問題研究所のホームページとインターネ
ット動画サイトにて公開されている。なかで
も韓国の世論を二分しながら大きな社会問
題となかったのが前者の『二つ顔の李承晩』
である。この映画をめぐっては制作元の民族
問題研究所と李承晩の擁護者の間で激しい
論争が展開され、現在は法廷闘争にまで持ち
込まれ、泥沼化している。 
「新しいスタイル」を標榜した『百年戦争』
はインターネットの爆発的な情報伝達力と
相まって多くの人を巻き込み、歴史認識をめ
ぐる白熱した議論を巻き起した。「親日」対
「反日」という韓国社会において最も根深く
深刻な問題に火を付け、韓国国内を「内戦」
の状態にしたこの映画の社会的影響力はき
わめて大きく、当然それに比例して責任も増
す。ところが、この映画は看過できない大き
な矛盾を孕んでいる。本研究では、戦後の韓
国社会の親日／反日をめぐる歴史的記憶と
表象の政治学がどうようなものなのかを浮
き彫りにしつつ、この映画の矛盾＝暴力性を
明らかにした。 



④慰安婦映画研究：長い間、東アジアの文化
空間において「従軍慰安婦」が取り上げられ
ることはほとんどなく、特に韓国と中国では
禁忌とされてきた。だが近年、その状況は一
変し、「従軍慰安婦」を主題化した文化生産
物があらゆるジャンルから量産され消費さ
れている。なかでも映画や漫画、ドキュメン
タリー、アニメーションなどの視覚文化領域
での動きが目立ち、その発信力と社会的影響
力は東アジアの「従軍慰安婦」をめぐる歴史
戦争をアメリカ化＝世界化させながら、これ
までにない困難かつ複雑な状況を生み出し
ている。そうした状況を鑑み、本研究では『ウ
リ・ハルモニ』という慰安婦映画を取り上げ、
「慰安婦」表象の可能性と限界について問う
てみた。『ウリ・ハルモニ』は、タイトル通
り、従軍慰安婦＝ハルモニらを主題化にした
ドキュメンタリー映画である。何より現役高
校生たちによって制作・公開されたことで、
大きな話題を呼んだ。しかしこの映画は様々
なかつ深刻な問題を孕んだ問題作といわな
ければならず、慰安婦を主題化したとはいえ
ない。本研究ではそうしたこの映画テクスト
の「問題」を、映画に登場するハルモニたち
の表象を中心に分析し、そこに書き込まれて
いる政治的無意識をあぶり出した。 
 
(2)日本と韓国でのフィールド・ワークや資
料収集を通じて得られた様々な研究資料が
思った以上に膨大で、多方面にまたがってい
たため、研究期間内に分析し切れなかったも
のがある。そのなかの一部は 2016 年度から
始まる新たな研究課題と深く関わっている
ため、今後も引き続き分析を行い、まとめて
いく予定である。 
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